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琵琶湖対策特別委員会 

 

１ 開催日時   令和元年 10 月８日（火） ９時 57 分～11 時 46 分 

 

２ 開催場所   第一委員会室 

 

３ 説 明 員   琵琶湖環境部長および関係職員 

 

４ 議事の概要 

（１）琵琶湖保全再生推進協議会幹事会の開催結果概要について 

委員からは、国への要望等において、例えば法律に基づく枠組みである本協議

会を有効に活用することや、琵琶湖の水質保全を図ることは下流府県の便益にな

る観点から、琵琶湖の危機的状況を関係府県市と共有し、協力して国に働きかけ

を行うなど、戦略的に進められたい、水産資源の対象となる魚種だけでなく、琵

琶湖の生態系を保全する観点での取り組みについても熟慮されたい、などの意見

が出された。 

  

（２）木材生産量の拡大に向けた人材育成について 

委員からは、林業における 30～40 歳代の平均年収が 400 万円程度とのことであ

るが、林業に携わる方も生活をしなければならないので、一定の収入を得るため

には何をすべきかを施策や事業の中で考えないと、就業者は確保できないのでは

ないか、これからの森林管理や施業方法を見ると、国はドイツやオーストリア等

のヨーロッパ型をモデルにしていると考えるが、知事が標榜する「世界から選ば

れる滋賀」を山や森林のブランディングに適用するのであれば、滋賀もりづくり

アカデミーの開設を契機に、これらの国に人材を留学させて、県内におけるリー

ダー養成を図るといった人への投資を検討してはどうか、などの意見が出された。 
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委員会で配付された資料 

１－１ 琵琶湖保全再生推進協議会 幹事会 開催結果概要 

１－２ 琵琶湖の保全及び再生の状況 

１－３ 琵琶湖の保全及び再生に関する施策の実施状況（国） 

１－４ 琵琶湖の保全及び再生に関する施策の実施状況（滋賀県） 

１－５ 琵琶湖淀川流域連携の主な取組事例 

１－６ 琵琶湖の保全及び再生に関する法律等のフォローアップについて 

２ 木材生産量の拡大に向けた人材育成について 

 


